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スラブ研究施設関書室報告。971)

~大学図書舘の集中警理事iをめぐって~

秋 月 孝 子

かえりみれば昨年の後半から今年の前半にかけての約一年間は，北大関属国書語と法学

部図書室との統合問題の嵐の中に過ぎ去った。法学部図書室の中に機構上内包されるスラ

プ研究施設の図書室L 統合問題を当施設の研究体制にもかかわる自分たちの問題として

とらえざるを得ない立場におかれた。このような中で大学園書館の改善策というスローガ

ンの下になされている種々の討論を，国書職員としての問題意識から再考してみたし、と思

う。大学図書館の改善策試し、ろいろの万向に，即ち政府とか.大学全体にも求められるで

あろうが，ここではそのような広範国な議論の展開をさけて，図書の集中管理制の問題に

集点をおきたし、。なぜなら昨年来まだ決定をみない蹄属国書館と法学部図書室の統合問題

は，ひいてはのこる文系諸学部図書室の統合問題を予測せしめ，これは文系図書の集中管

理制を前提としていると思われるからである。

大学園書館の本質的機能の二つの柱といわれる研究図書館的機能と学習図書館的機能が

十分に果されるためには，図書の集中管理制か，分散管理制かが議論されはじめて久し

L 、c 大規模大学図書館においてはたしかに図書の集中管理観は多くの利点をもたらすにち

がし、なし、。例えば次のような点を指描できょう。 (1)予算の合理的な行使。部局図書室制

度が陥りやすい蔵書構成上の欠落を禎い，図書の発注・受入を一本化することによって重

複をさけて無駄な支出を少くする。 (2)仕事の能率化。各部局毎に重援する単純な仕事を

機械化し，固有の専門分野をもっスペシャリストが図書整理に当ることにより，類似した

問題処理への時間の浪費を防ぐ。 (3)情報サーピス機能の強化。集中化の所産として生ま

れる正確な資料にもとづいて情報サーピスを円滑に行うことが出来るの (4)図書の共同利

用態勢の確立。利用者が各自の研究室にひとたび本を入れるとそこに定着し f也の利用を

訪げるが，集中化によりそれを防ぐ。上記のような集中管理制による効果が実際に生ずる

ためには，利点の本質を分析し，それを裏付けるものを見定めねばならぬ。中央集中制の

真価としてかかげられているどの点をとってみても，現在の図書揺の質的改善と，園書館

職員の高衰の知識・能力が前提となっているのであり，それらがなければ図書の集中化は

単なる機構のマンモス化に終るのではなかろうか。

次に現存する部局図書室のあり方を附属国書信との関係において考えてみよう O 部局図

書室と~p に云ってもその型はし、ろいろあるが，現在の北大の場合，各部局図書室が教官

の希望により図書を購入L.整理し，管理は各部局の事務長が行うことになっているが，

法・文・経・教育の各学部の函書は附属図書館の書庫に収められることになっているO

(文科系学部のうち全面的に図書が附属図書館の書庫に収納されているのは法学部のみで，

あとの他学部はそれぞれの方法において半分以上の図書が学部の書庫又は教官室におかれ

ているのが現状である。)この事実は事務長の図書の管理権が形式的なものにすぎない事

を示している。他方自然科学系学部は同ーキャンパスに島りながらも(水産学認をのぞ
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く)， 前属図書信と距離的にはなれているためも島って， 図書が学部・研究所又は学科の

書庫に収められているもの，吏に教官室に霞かれているもの等その存在形態は多種多様で

あるが，図書の管理責任者が名実共に事務長である点においては共通性をもっC 各部局図

書室受入の密書は部烏毎の物品番号がうたれると共に，開属凶書揺の全学一本{とされた登

録番号が手えられ，国書カードはすべて附属図書舘に送付することが義務づけられ，そこ

では全学の総合目録が完備される仕組になっている。

現在のままの部局留書室制定は，今村前lXl書館長をして「……事態を更に悪くしている

のは，比較的設簡の整った中央図書誌の外に，学部・研究所{tjの不完全な部局図書室があ

りその間の連絡が至って/f~十分なことである。このため決して豊かとはし、えない人と金の

浪費を生じそれが大学図書話機能の一層の低下をもたらしているJ((大学基準協会〕会報，

第21号，昭和46年。「大学密書館に関する改善方策についてj今村成和。 p.5)と慨嘆せしめてい

る。しかしながら部 F号凶書室というものは中央図書館が総合的であるのに対L，多分に専

門的な性格をもつものである。部局凶書室の包i書が専門分野に畏られた主題範囲に重点が

おかれ，利用者がそれぞれり専門家であるとすれば，それらの図書を整理するためにも，

サービスのためにも，その仕事にたず、さわる人々は専門分野に関する担当の知識が要求さ

れ，専門資料に関しては利患者と同じレベルで:.ili5すことが望まれるのではなかろうか。そ

れと同時にその立場におかれた人は，国有の専門的知識を根底として組織される資料の分

類・目録・情報の蓄積等の理論と，それを実用する投稿を獲得せねばならぬの単なる経験

の蓄積で事走りる時代は去っているの

[i付属図書記は中央集中旬!のもたらずであろう既成の理念の下で，部局留書室がもたねば

ならぬ専門的要素をどのような形で受けとめる用意があるのであろうか。私が身近かに接

する教官・研究員が図書館及び国書の仕事にたず、さわるものへの要求はきびしL、。なぜな

ら彼らは外屈のすぐれた大学国書館や文書記を多年にわたって利吊して来た人達であり，

大学図書f去のあるべき姿を適確に把握しているからであるの

現状の中から資料の集中却の利点.部局図書室のあワ方を概観したが，大学凶書記の本

来的機能とは何であるかを考えることにより，国書の集中管理討の問題提起に一つの方向

を与えたいと思う O この問題はF付属図書館機講の附随的・末梢的なものではないのである

から，直面する大きな課題として長期的展望に立って解決しなければ侮を千歳にのこすこ

とになろうの

国書館の機龍はコミュニケーションのf云達機能を中心に教育・研究活動に効果的に役立

つことであり、コミュニケーションの伝達は‘色々の形で習得された専門的知識にもとづ

いて，組織化された記録類を利用者に提供することである。この伝達機誌を有効ならしめ

るものは円吉報の確実さと迅速さJである。図書館機能を一義的に境定するものは教官及

び学生の図書記利用の態度であるのどのような資料の収集，どのようなサービスを要求す

るかは大学を構成する集団によりことなる。たとえば一般教育と抱の専門分野の研究とで

は資料の内容と形態におL、ても異なってくる O 大学図書諒では，資料整理の中心が著者・

書名巨録の作成にあったが，次第に主題接近の傾向へと高まりつつある。国書館機能が従

来の保存レベルから教育・研究レベルへと移行Lてゆくならば，国書館も専門図書撞の統
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合されたものとしての形態へと変らざるを得ないであろう O したがって図書の集中化の問

題も大学図書館の機能のあり方と関連づけられるのであり，資料の「主題編成」による部

門化としての組織の合目的性即ち有効性が重要な関心となってくる。「機能編成」上， 受

入・整理機能を中心に考えるならば集中化は能率的であり， r主題編成」を中心にするな
らば大規模図書館においては資料を専門別に分散せざるを得なL、。しかし人文・社会科学

における資料統合の一本化はそれ自体多くの困難をともなわないように見える。例えばス

ラプ研究施設の研究内容と研究資料の性格から考えると，図書の集中管理制は多くの有効

性をもたらす。研究内容が，スラブ地域とし、う地理的ブロックを中心に，社会・人文科学

の両部門にまたがっており，資料としての図書も学部相互間のものを広範囲に必要とする

からである。スラブ研究施設では，附属図書館と法学部図書室との統合問題，ひいては文

科系資料の集中化の問題を大学図書館の本来的機能を有効化ならしめると同時に，合理的

研究上の要請として考えている。ここにおいてスラプ研究施設は，附属図書館の長期的計

画の上に立った「主題編成」にもとづく，図書資料の集中化の一段階としてスラプ部門の

設置を提唱する。これは主題専門化の概念に基くものであるが，理論上は記述目録作業や

受入作業等は統合化し，資料の内容を扱うレベルの技術プロセスと，本来このレベノレをと

り扱うレファレンス即ち情報サーピスとを総合化することが望ましし、。ここでは主題別の

専門家を配置して合理的資料の収集や，主題別目録の編成，専門的索引作成作業等その他

の情報サービスを能率的に行なうこととする。このような体系化の実現はきびしい条件が

前提とされており，その前提が十分に充されなくては大学図書館の諸問題は依然として未

解決のままとり残されるであろう。

ここでは資料の集中管理制をもっとも有効ならしめる前提として，管理組織の変革と組

織の中のスタップ即ち図書館職員の質的基準の二つをあげる。大学図書館の機能は管理組

織に裏づけられているから，管理組織を大学図書館機能の手段と規定することによっての

み片づける訳にはゆかぬ。し、かに「組織とか機構よりも人が大切」と主張しでも，管理組

織を明らかに分析して，大学図書館機能に有効に奉仕せしめるように方向づけなければ，

その中にたとえどんな有能なスタップを配置しても，その位置づけの意味を失なわせるこ

とになる。管理組織は組織の目的に直結するものであり，管理組織によって，組織の有効

性が決定されるとL、う重要な要因であるが，ここにその問題を分析する余裕はないので，

附属図書館の管理組織改革の必要性を指摘すると共に，附属図書館が資料集中化を学部図

書室の単なる吸収という形でなしくずし的に行う前に，管理組織改革の根本的志向性を明

白にすることを希望するにとど、めたい。

もう一つの前提となっている図書館職員の問題は，自分自身を含めてきびしく告発され

ねばならぬ。図書館職員が高度の専門的知識，数ヶ国語の言語理解能力，有効な資料操作

能力等を要求されるのはあらためて云うまでもなし、。大学図書館の機構改革は図書館職員

の専門職制の確立とも密接に結びついているように思われる。図書館職員は専門性のきび

しい内的基準を自らに課すべきである。専門職制の確立を困難にしているものは.現在の

図書館職員の質的内容ではなかろうか。少くとも大学図書館の司書は，大学教育の四年間

を最低の一般教養の期間とし，ついで正式な図書館学教育のための学校を卒業し，高度の
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基準の資格認定試験を受げるように義務づげられ，その上自分の専門とする研究分野をも

ってたえず努力することが望まれるであろう C これらを最低限度とする資務基準に立って

可書が図書館という社会的公共性の中で，いかなる姿勢と役割を示すならi工professional

と主張Lうる可能性をもたらすか，さぐりあてねばならお門専門職としての司書の内容は，

資料の単なる提供者としての立場から，主体性ある資料の謁査や研究を志向すること，更

に学問の専門的知識を資料の形態におし、て組織化する理論と標準化された技術を習得する

ことの両者が相挨って形成される。かくして司書i践が専門職としての質的基準をきびしく

律して行くならば，抱の一般行政職にかわることの出来ない毘有性もみとめられてゆくで

あろう O

最後に試論的結論を簡単にまとめてみよう。これはあくまでも図書の集中化をめぐる問

題の考察過程における所産と Lての誤られた結論にすぎないっ

図書舘の管理組識の変革と組識の中のスタップの質的基準をふまえた上で、なければ，単

なる資料の集中管理制は大学園書館の機能を合理的に果すことは出来なL、。細分化されて

いく学問の進展に適応するためにも， 1"主題専門イヒJの概念、を導入し， 現在ある学部図書

室をいくつかの学問体系即ち文科系，理工系.医学系等に主とめて部門化L. これらを中

央国書詰の強力な管理組織下におき，一元化された管理組織の中で.部門管理上どのプロ

セスを分権化するかを考える。更に受入・記述吾詩作業を統合化L，機械化を右・効な形で

導入するo 大規模図書館においては，全学的に技能プロセスを一本化する事が思難であれ

ば，各部門毎に中央図書館の協力と指示の下に整理組織を分権化ずることも不可能で誌な

し、。専門的に部門化された図書室は.資料整理上の高度の技術プロセスとレファレンスを

統合した形の作業を分担L. 大学図書館機能の「荏実にして迅速な情報提供Jの要請に答

える情報サービスの拠点となることがのぞましいの

長 事告
、，
ヲヤ

昭和45年度の受入図書の主なものは次の通りであるつ

単行本

* 

Balys， Jonas comp.: Lithuania and Lithuanians; a selected bibliography. New York， 

c1961. 

Beer， Fritz: Die Zukunft funktioniert nach Nicht; ein Portr註tder Tschechoslowakei 

1948-1968. Frankfurt a.孔1.，cl961. 

Berlin. Freie じniversitat. Osteuropa-Institut Bibliographische l¥1itteilungen des 

Osteuropa Instituts an der Freien Universitat Berlin. Ht. 1-2， 3 (Lief. 1-14)， 

4 (Teil 1-3)， 5-9. "¥えliesbaden，1959-1966. 

Ceskoslovenska akademie v是正1.Historicky ustav: The Czech black book， prepared by 

the Inst. of Hist. of the Czech. Acad. of Sciences. New Y ork & c.， cl969. 

Frasheri， Kristo: The historyア。fAlbania; a brief survey. Tirana， 1964. 
Hazard， John N.: Communists and their law; a search for the common core of the 

legal systems of the l¥1arxIan socialist states. Chicago & London， c1969. 

Hough， Jerry F.: The Soviet prefects; the local party organs in industriaI decision-

making. Cambridge， l¥1ass.， 1969. 
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KadiムAnte:From Croatian renaissance to Yugoslav socialism; essays. The Hague 
& Paris， 1961. 

Kuka kukin on (Aikalaiskirja).臨時ilotietojanykypolven suomalaisista. 1966. Who's 

who in Finland. Helsinki 1966. 

Lendvai， Paul: Eagles in cobwebs; nationalism and communism in the Balkans. 

London， c1969. 

Lerner， Warren:五arlRadek; the last internationalist. Stanford， Calif.， 1970. 

Macht und Recht im kommunistischen Herrschaftssystem. Red. v. Dietrich Frenzke 

und Alexander Uschakow. Koln， c1965. 

Nalbandian， Louise: The Armenian revolutionary movement; the development of 

Armenian po1itical parties through the nineteenth century. Berkeley & Los 
Angeles， 1963. 

Remington， IミobinAlison ed.: Winter in Prague; documents on Czechoslovak 

communism in crisis. Cambridge， Mass.， and London， c1969. 

Rigby， T.H.: Communist party membership in the U. S. S. R. 1917-1967. Princeton， 
N. J.， 1968. 

Schwartz，註arry:Prague's 200 days; the struggle for democracy in Czechoslovakia. 

New Y ork .， c1969. 

Sturm， Rudolf: Czechoslovakia; a bib1iographic guide. Washington， 1967. 
Tomasevich， Jozo: Peasants， politics， and economic change in Yugoslavia. Stanford， 

Calif.， 1955. 

Tugan-Baranovskii， Mikhail I.: The Russian factory in the 19th century.百omewood，

Ill.， c1970. 

Zinner， Paul E: Communist strategy and tactics in Czechoslovakia， 1918-48. New 
York & London， 1963. 

A長XeHBaJIh瓦， IO. 11.: CHJIy9ThI pyCCKHx IIHCaTeJIh. TOM 1-3. EepJIHH， 1923-29. 
BHHorpa，UoB， B. B.: CTHJIh nyrnKlIHa. Moc.， 1941. [Dusseldorf， Brucken-Verlag; 

Vaduz， Europe Printing Estリ 1969J

BHHorpa，UoB， B. B.:兄3hIKnyrnKlIHa;百yrnKHHH HCTOpH冗 pyccKoroJIHTepaTy予Horo

兎3hIKa.Moc. H JlHr.， 1935. [Dusseldorf， Brucken-Ver1ag， 1969J 
K1I3eBeTTepo， A. A.: I1CTOplI可eCKie0可epKH・ 113oHCTOpilI noλlITlI可eCKlIXも H，Ue註.

一日lKoJIa1I npocBもmeHie.-PyccKi註ropo，U'hBo 18 CT. -113o RCTOpiH POCCiH 

Bo 19 CT.九l¥oC.，1912. 
瓦aTBH詰CKa兄 CCP.UeHT戸品HhI詮 rocy，UapCTBeHHhI註apXlIB:COl1.1IaJIlICTlIQeCKaH COBe-

TCKaH Pecny6JIlIKa JIaTBHH B 1919 r.羽目HocTpaHHa冗HHTepBeHl1.H兄 :，UoKyMeHThI 

H MaTeplIaJIhI B ，UByX TOMax. TOM 1-2. PlIra， 1959-60. 

JIeMKe， M. K.:口OJIHTlIQeCKHenpOl1.eCchI B POCCHlI 1860-x rr.; no apxHBHhIM JI，OKy-

MeHTaM.日3，ll.2-e.九l¥OC.1I. nr.， 1923. [The Hague & Paris， Mouton， 1968J 

TIhIlllIH， A. H.:日CTopi匁 pyCCKO註JIHTepaTyphI.H3JI，. 2-e， nepecMoTp・H瓦on.TOMo 1 

-4. cn6.， 1902-1903. [The Hague & Paris， Mouton， 1968J 

C60pH註K'hCTaTe註BoQeCTh 
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CCCP. 33KOHbI， CT3TyTbI， H JJ:p.: C06p3HHe 3aKOHOB H p3CnOp兄氏自町長 p36ol.Je-KpeCTh-

5lHCKOrO npaBHTeJIbCTB3 COlO33 COBeTCKHX COUH3JIHCTHミleCKHX PecnyιlIHK・

〔可3CTb1) 1924-1937. 1、'I.OC.，(1925-38) [~1ontabaur， ¥Vest Germany， reprinted 

by Auxilibrisラ 1968J

CCCP. 3aKoHhI， cTaTyTbI， 11 JJ:p.: Co6paH11e nOCTaHOB.7JeHI1員珂 pacnop5DKeHHfI np3BII・

Te.TlbCTBa Cmo3a COBeTcKHx COUH3JIHCTHl.JeCKHX Pecny6JIHK. 1938-1940. Moc.， 

(1938-40) [日ontabaur.West Germany， reprinted by Auxi1ibris， 1960-62J 

CCCP. 3aKoHhI， cTaTyThI， II JJ:p.: Co6paH11e nOCTaHOBJIel部品目paBI1TeJIbCTBa COlO33 
COBeTCKHX COll.H3JIHCTHl.JeCKHX Pecrry6JIHK. 1941-1949， 1957-1958. Moc.， (1941 

-58) [五おntabaur，¥rVest Germany， reprinted b)ァAuxilibris， 1960-62J 

CCCP. UeHTp3JIbHOe CT3THCTHl.JeCKOe ynpaBJIeHHe: 53J1aHc H3pO.lT.HOro X03究員CTB3

COlO3a CCP， 1923-24 rOJJ:3. lvloc.， 1926. 

CTpaXOB， H. H.: KpHTHl.JecKI冗 CT3TbH 061> 11. C. TypreHeBも H J1. H. TOv'1CTOMも，

1862-1885.日3瓦.4-e. 113JJ:3HIe 11.日.M3Tl.JeHKo. TOM 1. KieB1>， 1901. 

IOlllKOB， C. B.: Ol.JepKH no HCTOpHII中eOJJ:3.1J1I3M3B KneBcKoii PyCH. Moc. II .TlIw.， 
1939. 

雑誌 (継続分を除く)

Pτohlems of Communism. Ne¥¥・York & Londol1. 

Vol. 1 (195~)-10 (1961) 

¥Voτld Ne¥vs and Views. London. 

Vol. 18 (33-61) (1938)、19(1-61) (19:19)‘20 (1-52) (1940)， 21 (1-S2) (19.11 ).小)

(1-52) (1942)、2:1(1 -5~) (194:1) 

BnepeJJ:も Henepio)1.Hl.JeCKOe0603pもHIe..TlolI2J.olI H IlfopHx. 

TOM 1 (1873) -3 (1874) 

rOpOC IvlImyB凶aroI1a lJy)Koii CTOpOIlも;五{ypua，l11cTopin II HCTopin JluTepaTyphI. 

口3pmK.

〔行OB3Hcep.) 1 (1926) -4 (1926) 

KaTopra H CCbIJIKa; I1CTOpIIlW-PeBOJllOLUIOHHbIlI BecTHHK. Moc. 

N1NQ 50 (1)(1929)-55 (4)(1929)， 62 (1)(1930)--67 (6)(1930入 80(7) ( 1931 ) -85 

(12) (1931). 

.nEφ;五{ypHaλneBoroφpOHT3HCKyCCTB. Moc. II nr. 
F岳地 1(1923)-7 (1925) 

PyccKa兄 MbICJIb;万{YPHa.1JHa y可IIblii，.JIHTepaTypHblII H日0λHTH可eCKiii.Moc. 

TOM 1 (KH. 1-3) (1880) 

マイクロフィルム

単行本

¥1εtt， I.: La commune de Cronstadt: cr岳pusculesanglant des soviets. Paris‘ [pref. 

1948]. 

Zilliacus， K.: Japanesiska studier och skizzer. Helsingfors， 1896. 

5aKyHHH，お¥.A.: J136paHHhle COl.JHHeHH兄 TOM1， 3-5. TIr.， 1919-21. 

53KyHlUI， .M. A.: IV13TepH3llbI JJ:.羽 6uorp3中HH M. 53KyHHU3 no ，zJ，e，ョ3M rocy Jl3 PCT-
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BeHIIbIX apXHBOB MOCKBbI，口parH，江戸3Jl.eHa，BeHbI. TOM 2.抗OC.H JIHf.， 1933. 

3aMOTHIIb， 1 I. 11.: POMaHTH3~lb Jl.BaJI，uaTbIXb rOJI，OBb X IX CTOJIeTH兄 BpyccKoii JIHTe・
paTypも.T OM 1. BTopoe rrpocMoTpもHHoe H Jl.OnOJIHeHHOe H3.llaHie.. C口6. (H) 

i、10c.，1907. 
KHpnlJl-IHm王OB，A. 11.: 04epKH no HCTOpHH HOBOH pyCCKO註JIlUepaTypbI・ 113江. 2-e 

.llon. TOM 2. M.oc.， 1903. 
MaKCHMOB， B. E.:“COBpeMeHHHK" np区 YepHbIllleBCKOM珂，lJ，06poJIl060Be.EBreHbeB-

MaKCHMOB， BJIa瓦HCJIaB(nceB瓦.].JIHr.， 1936. 

nYXOB， A. c.: KpOH凶 TaJI，CKH詰 M兄Te瓦 B1921 f. (瓦Hr.]1931. 
4epHblweBcKHti， H. r.: nOJIHOe C06paI-IHe COl..JHHeHHr， B n兄THa.lluaTH TOMax. TOM 4. 

雑誌
語'1:>

lvloc.， 1948. 

60pb6a KJlaccoB; HCTopH4ecKHlI )KYPHaλ. JIHr. 

1924 (NQ 1-2) 

JIHTcpaTypa II MapKcH3M;万{YPHa.lITeopHH II I1CTOpHH JIHTe戸TypbI.Moc. 

1928-1931. 

口po6JleMbI3KOHOMHKII. (AKa，ileMH匁 HayKCCCP. I1HCTHTYT 3KOHOMHKH) Moc. 

1929--1941 (1) 

Tpy江bIUetiTpaJlbHoro CTaTHCTlIl..JeCKOrO ;)'npaBλeHH只 (CCCP].Moc. 

c1 (1920/21)-35 (2) (1927)] 
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